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はじめに
　“『説文解字』には、豊（1i）と豊（fe　ng）
の二筆が各々部首字として連なって収められ、
各条には、
　　豊行禮之器也。從豆象形。讃與禮同（盧啓
　　　切）
　　豊豆之豊満者也。從豆象形。量古文豊（敷
　　　戎切）
とある。豊は、禮を行なうための器という意味
で、字形的には、豆を意符とし、上牛は器の一
部の象形字として分析されており、楷書に隷定
すると「豊」となる。また、字音に「禮と同じ
である」とあるが、示部禮字の字解にも「禮，
從示豊聲」とあり、各記述が呼磨している。こ
れに封して、豊の字義は、器である豆（たかっ
き）の中味が満ちた状態であるとされ、字音は
敷戎切とある。字義と字音の鮎では前出の豊（l
i）とは明らかに別字であると判断できるが、字
形の鮎で比較すると二蒙が極めて類似している
ことがわかる。豊の字解には、豆を意符とし・
上孚は器が充満した状態の象形とあり、楷書に
隷定するとr豊」となる。小蒙豊と豊の字形
上の相違は、その上部構造が、豊ではUと＃
からなるのに封し、豊では山と￥￥からなる鮎
である。
　このように、二字は字音も字義も異なるが、
宇形が極めて似ているため、漢代の隷書による
出土文字資料中ではしばしば混同して用いられ
小蒙
? ?
楷書 豊 豊
字義
禮を行なうた 器である豆（たか
ﾂき）の中味が痛
ｿた状態
字音 1i（盧啓切） f。ng（敷戎切）
如購成 五・U・キキ 亘・山・輝
　　　　　　　　　『説文』における各字の相違
ている。例えば、『儀禮』大射儀には、
　　賓之弓矢與中・箒・豊，皆止干西堂下。
　　　賓の弓矢と中・簿・豊とは、皆、西堂の
　　　下に止まる。
とあり、豊は爵を箕く豊と解されるが、武威漢
簡甲本『儀禮』泰〔大〕射・第42簡は同文の
該字を豊とする．また、薪石経では、易の
豊卦を豊としている。また、漢碑中に現れる
「豊穣」「豊年」などの語を見てみると、史農碑
ではE、夏承碑では圖漕全碑では景，の
如く、「ゆたかな、實り多き」の意味を表す文脈
で、明らかに豊（1i）と見られる字形が混用さ
れている例が見られる。また、本來、豊（1i）
を音符とする禮字において、示と豊とが構成要
素とされた例としては、乙瑛碑の閣、桐柏廟
碑の圏等の文宇灘げられる．これは・本來
右労に豊（1i）を用いるべきところ、豊（fe　ng）
が用いられた例といえよう。
　また、かつて、陳介棋が所藏していた銅器で、
潔畷という銘を幣びた銅器がある・當日寺・陳
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介祓自身が編んだ藏器目録には、「豊字銅器」と
いう器名で記録された1。しかし、同時代の金
石學者は、同じ器物に封して異なった呼稔を與
えた。方溶盆は、『儀禮』聰禮記「醗尊rF東箱，
瓦大一有豊」の鄭注にある「豊は尊を承け、器
は豆の如くして卑し」や、公食大夫禮の「飲酒
實子輝加干豊」の鄭注にある「豊は以て輝を承
ける所の者なり」などの記載に擦り、豊字は器
名であると解し、器名を「輌文豊」「鏡文豊」と
した2。これに封して、該器の形状・用途から
器種を門鋪と判断した劉心源は、器名を「金鋪」
とし3、羅振玉、郷安もこれに從った4。唐蘭に
いたっては、鹸王という儲を構成要素とす
ることから、この門鋪が康王時代の宮で用いら
れた可能性があることを指摘している5。また、
容庚は器名を「門環」としたうえで㌢を禮に繹
し、該器を「禮字門環」と稻したが6、劉腱智
は器名は容庚に從いながら、豊に繹し「豊字門
環」とした7。20世紀初頭の古文字學者の間で、
該字をめぐる見解の相違がすでに相當程度はな
はだしかったことを示す一例といえよう。
　上述のごとく、漢代出土文字資料中での混同
はもとより、その後の字書を始めとする文獄資
料においても、二字の混用は甚だしいものがあ
る。古文字研究者は、當初、これら二字の關係
にっいて、孫海波は「卜辟豊豊一字」8、容庚
は「豊與豊爲一字，…漢隷豊豊二字皆作豊」9と
して、古文字では暉別がないとした。ところが、
近年の古文字研究では、徐中野は甲骨文でも豊
と豊は用法に別があるとしているし10、林渓も、
西周金文の分析を中心に豊と豊は字形的に匠別
があるはずだとして、上部の構成要素である醤
と轟を手がかりとして、豊字と豊字が古文字中
に異なる起源をもつものであると論じた11。林
氏の分析結果は、『説文』小籔の字形中に、古文
字を匠別するための因子が依然として残ってい
ることを主張するとともに、豊と豊を從來のよ
うに一字とはできないことを立謹したものでは
あるが、上部の構成要素を辞と￥￥だけに還元し
て辮別の原則としてよいかについては、さらな
る検討の余地を残すものである。本稿では、股
周時代の出土文字資料にさかのぼって、豊豊二
字の字形的饗遷と用法上の特徴を、時代と地域
の二っの観鮎から検討を加え、緋別を試みるも
のである。
1金文中の豊系・豊系字
〈字形のヴァリエイションと用例上の特徴〉
　まず、西周金文において豊または豊に比定さ
れる文字群を網羅的に集め、これらを字形的特
徴から可能な限り細分することとする。なお、
『説文』が「豆に從う」として豊字及び豊字の
下部構造を豆〔たかつき〕と解したのは誤りで、
出土文字資料に照らせば、裏錫圭、林渓、何琳
儀らの指摘するごとく12、これを盛物器である
豆〔たかっき〕ではなく堂〔鼓の初文〕と見
るのが正しい。
　林渓は、金文における豊宇と豊字を、上部の
彬灘基準として匠別したが．R際にはこの
上部の結構はより多様であり、上部構造の字形
的特徴によって、A鴛（豊尊）、B曽（長由孟）、
噌（輔伯鼎）、哩（王孟）、曙（ege）、螺
（小臣豊自）の6群に分けることができる。盗
上にある物髄は、豊尊は込、長由益は事輔伯
鼎は・をに・王孟畔に澄毅は‡に、小瞠由
は1としている。以†で、西周金文において豊
または豊に比定される文字の用例と時期匠分を
ωから（F）の各文宇群ごとに検討することとす
る13。
　慧に代表されるA群は、堂の内容物がi，tの
如くあるのが特徴で、字形的に甲骨文糞、豊、饗、
などと連績性をもっと考えられ、込は甲骨文の
否定詞り〔亡〕で、おそらく字音に關係する構
成要素と思われるが、そのことについては次節
で詳しく論じる。ここでは、金文での用例を検
討する。
　A・1）佳周公干征伐東夷，豊伯・専古，成哉
　　塑方鼎『集成』Nα2739　西周前期（成）
　A・2）伯豊作旅葬
　　伯豊方鼻『集成』Nα9876　西周前期
　A・3）豊公猟作葬
　　豊公鼎『集成』Nα2152　西周前期
　A・4）王在成周，令豊慶大矩，大矩賜豊金・貝
　　豊尊及び豊由『集成』Nα5403　西周中期
　A・5）矢人有司眉旬…開豊父…凡十有五夫
　　散氏盤『集成』Na　10176　西周後期（属）
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　A・6）右戯仲夏父作豊高
　　右戯仲夏父爾『集成』Na668　春秋早期
A・1からA・4までの用例は、豊伯、伯竪、豊公、
豊のいずれも人名である。伯豊、豊公、豊は青
銅器の作器者であるが、A・1の豊伯は、東征し
た周公によって滅ぼされた東夷として記される。
A・5散氏盤の銘文は難解を極めるが、作器者矢
の有司にして眉の田官である15人の人物が列
學される中の一人として、盟豊父という人物が
畢げられていることがわかる14。右戯仲夏父衛
だけが春秋時代の金文であり、他の金文とは用
例が異なる。銘文の讐は、「右戯仲夏父が豊扇を
作る」という文脈から、器の用途をあらわす語
と考えられ、「醗副と解すべきで、後述する「醒
壼」と同例である。なお、扇名として「醗隔」
とするのは、該器のみである。
　曽に代表されるB群は、堂の内容物が妻で、
甲骨文の豊、巽、聾などと字形的連績性をもっ。
B・1）王商（賞）宗庚豊貝二朋
　　豊作父丁鼎『集成』Nα2625　西周前期
B・2）周公在豊
　　小臣宅段『集成』Nα4201　西周前期（康）
　B・3）王遣公大（太）史，公大（太）史在豊15
　　作冊魑由『集成』Nα5432　西周前期
　B・4）惟王初遷，宅干成周，復，ロ武王豊，福
　自天
　　何尊『集成』Nα6014　西周前期（成）
　B・5）穆王在下滅位，穆王郷（饗〉豊（醗）
　　長由孟『集成』Nα9455　西周中期（穆）
B・1は王から貝二朋を下賜された宗庚豊という
人名である。B・2螢とB・3雪はいずれも文中の
動詞「在」の場所目的語で、それぞれ王と公大
史の所在地を表わすことから、文王の薔都とさ
れる「郎」との關連が推測される。文献では「郎」
「豊京」とするが、金文では「豊」が用いられ
る。一方、同じく西周前期のB・4何尊は「〔成
～西周前期 西周中期 西周後期～
A
蓮望謹Aヲ1　Af2　鳶3 饗慧鳶4a　」缶4b 讐　讐鳶5　　　　　　　A6
B
難讐B・1　　B・2　B・3　　B・4
???
C
???
D
???????
璽蓼轡］｝3　D・4　　D・5 轡ぜ囎D・6　　D・7　　】｝8　D・9
E
磐哩攣E・1　　E・2　E・3
???
F
???
西周時代における豊豊字の時期別出現状況
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王が〕武王に豊をロする」と讃み、成王が武王
に射しておこなった祭祀儀禮をあらわしており、
B・5長由孟の「穆王饗醗」の用例と同類と考え
られる。同時期に同じ字形が、B・5のケー一スで
は豊（1i）として、　B－2、　B－3のケースでは豊
（fe　ng）として用いられており、林演氏がこの
字形を翌（Ii）の起源とした説は成立し難いこ
とがわかる。
　C群は輔伯鼎の1例があるのみで、†に從う。
　C・1輔伯雁父乍（作）豊孟損（転）縢（勝）鼎
　　輔伯鼎『集成』Nα2546　西周後期
該器は、豊孟損という女性の嫁入りのための膣
器として作られたもので、†に從う嘗は人名を
表わす固有名詞である。
　＄．に從うD群の宇形が最も数多く見られるが、
用例は多襟である。
　D・1王又（有）大豊（禮）
　　天亡殴『集成』No．4261　西周前期（武）
　D・2懐（檀）季遽父乍（作）豊姫寳尊舞
　　懐季遽父由『集成』Nα5357・5358・檀季遽
　　父尊『集成』Nα5947　西周前期
　D・3王再游干豊
　　裏衛盃『集成』Na9456　西周中期
　D・4受（授）天子結（寛）令（命），厚福，豊年
　　史踏盤『集成』NalO175　西周中期（恭）
　D・5其豊豊漿費
　　痩鐘『集成』Nα247・250　西周中期（艶1孝）
　D・6王乍（作）豊妊輩費般益
　　王孟『集成』No，9438　西周後期
　D・7豊井叔乍（作）伯姫尊殴
　　豊井叔殴『集成』Na3923　西周後期
　D・8豊分夷乍（作）朕皇考尊殴
　　豊分夷殴『集成』No．4001－4003　西周後期
　D・9官嗣豊還左右師氏
　　元年師族殴『集成』Na4279・4282　西周後
　　期（孝）
D・1はかつて銘文中の「大豊」を地名とみて大
豊段と稔されたが、器名はのちに作器者の名に
因み天亡殴と改められ、「大豊」は一種の儀禮で
あると解されるようになった16。『西清古鑑』
所収の凄方尊には「爲大豊」という共通の表現
があり、郭沫若は豊と封が同聲字であることか
ら「大豊」を『周禮』春官太宗伯にある「大封
之禮」と關連づけている17。D・3裟衛孟の饗は、
地名で、王が豊の地で再旋をとりおこなったこ
とを意味する。再游とは、『説文』に「再，井畢
也」とあり、『儀禮』観禮にも類似の儀式が記さ
れることから、再游とは旗を掲げる儀禮を意味
するものと推測される。D・4豊年は「ゆたかな」
の意味での用例である。D・5其豊豊象襲は鐘銘
等に頻見する“鼓鼓禦套…”の語の、鼓字に相當
する。關連字である鼓字とともに本節後条で論
じたい。D・2豊姫、　D・6豊妊軍、　D・7豊井叔、
D・8豊分夷は人名を表わす固有名詞で、前二者
は作器封象者、後二者は作器者である。豊分に
っいては、左傳僖公二十四年の傳「畢、原、郵、
郁，文之昭也」に封する杜預の注に「郵國在始
ZF郵縣東」とあるのに依り文王の蕾都郵と關連
づけ、郵侯とする説がある18。D・9元年師族殴
は4件あり、このうち3件が器蓋同銘である。
銘文は師旋に封する冊命で、「豊還の左右の師氏
を官嗣せよ」とあり、「豊還」を「豊園」と讃ん
で、豊京にある王苑の左右函翼の軍隊を掌治せ
よ、と解せることから、地名を表わす固有名詞
である。師族段豊字の上部は、左が事右が＄．に
作り、2種が混在している。
　E群の文字群の字形的特徴は、上部が林に從
う鮎である。
　　E・1豊乍（作）從弊
　　　豊作從舞殴『集成』No，3387　西周中期
　　E・2奢乍（作）豊女禦賓段
　　　奢殴『集成』Nα3737　西周中期
　　E・3官嗣豊人果九盤祝
　　　申殴『集成』Na4267　西周中期（恭諮）
　　E・4蜜弔乍（作〉豊姑旅殴
　　　婆弔段　西周後期19
E・1の豊、E・2の豊女条、　E・4の豊姑・いずれも人
名を表わす固有名詞である。E・3の銘文は、申
に封する「豊人と九盤の祝を官嗣せよ」という
珊命で、豊人はD・9の元年師旗殴の豊還と類似
しており、壁地であるという2°。この文字群の
用例に共通した特徴は、地名または人名を表わ
す固有名詞として用いられている鮎である。
　F群の文字群の宇形的特徴は、豆上の構成要
素が最も簡略化され1とされる鮎である。
　　F・1商（賞）小臣豊貝，乍（作）父乙郵
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　　　小臣豊貞『集成』Nα5352　西周前期
小臣髄の萎は、小臣豊という人名である。
　以上の各字形の出現状況を時期別に一覧表に
あらわしたのが、別表【西周時代における豊豊
字の時期別出現状況】で、A群とD群が西周全
期を通じて出現しているのに封し、B群は西周
前期に集中する傾向がある。また、E群は西周
中後期に偏在していることが看取できる。
〈地名を表す豊系字一兼論・鄭一＞
A群からF群までの西周金文における豊系宇
の用例の中で、地名、人名または人名の一部を
あらわす固有名詞として用いられている例は、
A群からF群まですべての文字群にわたって現
れる。このうち、地名としてこれらの字が用い
られるのは、B群、　D群、　E群である。この場
合、文王が作邑したとされる土地・郵との關連
が検討されねばならない。このことについての
文獄上の記載には、『詩経』大雅・文王有聲の
　　文王受命，有此武功，既伐干崇，作邑干豊
があり、文王が天命により崇を討伐して豊の地
に作邑したことが記される。
　ほかに、『左傳』僖公十四年には、
　　畢、原、郵、郁，文之昭也。
　　【杜預注】郵國在始ZF郷縣東。
とあり、昭公四年には、
　　成有岐陽之蒐，康有郵宮之朝。
　　【杜預注】郎在始卒郵縣東。有塵壷，康王
　　於是朝諸侯。
ともあり、文王が郵に作邑した後、康王が郵宮
で諸侯と朝見したことが記載される。
　文獣上の鄭に封磨する、出土文宇資料上の地
名豊は、小臣宅殴「周公在豊」、作冊魑白「公大
（太）史在豊」、裏衛孟「王再族子豊」、申段「官
嗣豊人粟九盤祝」、元年師旋毅「官嗣豊還左右師
氏」の5例が暴げられ、西周全期を通じて用例
があることがわかる。これら青銅器銘文に追加
する考古資料として、西周初期の玉kを補充す
ることができるe器名は大保玉犬、20世紀初頭
に陳西省で出土し、いったん端方の藏品となっ
た後、1919年にアメリカのプリア美術館にわた
つたもので、器制や銘文内容から、般王朝に由
來する大型玉犬で周王からの下賜品かと考えら
れている21。援の付け根に、
　　六月丙寅，王在豊。令大保省南國，帥漢造
　　官南，令属侯辟用磁走百人。
という二十七字の銘文が刻され、周人の南國遠
征が記録され、銘文中の大保は、召公爽に比定
される22。從って、該銘の「王在豊」の豊地と、
作冊魑由の「公大（太）史在豊」の豊地は、同時
代の同地名を指す可能性が非常に高い。そして、
これらは周公、召公、王の所在地として金文に
記された地名であることから、豊京との關係を
検討する必要がある。各文字を時代順に配すと、
の如くなり、地名を表わす場合には、1とれ‡
が併用されている。
　豊京及び鋳京の地理的な位置については、盧
連成がこれまでの孚世紀來の考古學上の號掘成
果から分析して、豊京を澄水中流域の西岸にあ
ったものとし、鑛京はその封岸に位置したとい
う23。この地を流れる河が後に“澄水”と呼ば
れるようになる24。
　ところで、西周金文には、舞とAと方を構成
要素とした、
　　覇士上盃駕井鼎
などの文字があり、葦と隷定され、西周全期を
通じて、
　　王在葦京25
　　王在葦京渥宮26
　　王在葦上宮27
　　王在葦2s
　　循（誕）饒葬京年29
　　造（會）王饒葦京30
という文脈に現れ、「王、蒙京に在り」「王、蓑
京の渥宮に在り」「王、葦の上宮に在り」「王、
蓑に在り」などの用例は、王の所在地として解
すことができる。葦京の地理的位置は西周時代
の都邑と密接に關わる問題だけに、豊、錦（金文
では宗周）、成周、周（岐周）との關係を含めて、
過去百年來の議論がある。郭沫若が、士上益の
銘文が、
　　唯王大倫干宗周，循（誕）饒葦京年
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とあり、「宗周」と「葦京」の二地が同一銘文上
に前後して現れることから、「葬京」を「豊」に
比定し31、黄盛璋も後にこの説を踏襲して考古
學的見地からさらに詳説した上で、葦京を澄水
の西岸にあったものとした32。一方、王國維は、
糞を脚と労聲からなる形聲字とみなし、『詩経』
小雅の
　　王命南仲，往城干方（出車）
　　侵錦及方，至干浬陽（六月）
の記載を根擦に、葦京を文献の「方」に比定し、
『漢書』地理志にある蒲坂であるとした33。考
古學上の髄見と關連付けた近年の研究によれば、
「葦京」を「労京」と解した上で、この「労」
を、岐周一すなわち周原遺趾一の傍らに披張し
た都邑とするのが定説となりつつある34。「菱
京」を「豊」に關連付ける説は、今日的な研究
成果からは成立しがたいものとなった。
〈關蓮字の検討1－一一金文に現れる醗字にっい
て〉
　王國維は、酉と豊か’らなる醗宇と示と豊から
なる禮字は、豊字から派生した後起字であると
したが35、西周金文には禮字はまだ出現せず、
醗のみが見え、以下のような文脈で用いられて
いる。
　王才（在）周康箒（寝），郷（饗〉醒
　　師遽方舞『集成』Nα9897　西周中期
　王才（在）量仮宮…王郷（饗）醗
　　大鼎『集成』Nα2807・2808　西周中期
　王才（在）莫（鄭），郷（饗）醗
　　三年痩壺『集成』Na9726・9727　西周中期
　王夕郷醗干大室
　　　穆公殴蓋『集成』Nα4191　西周中期
これら4器の製作時期はいずれも西周中期とさ
れており、各器の醗字は次のようにある。
知師遽聯
理磯三鞭壷
晒大鼎
圏舩薩
師遽方舞、三年痕壺、穆公毅蓋は妻に杁い、大
鼎の上部は込の調婆であろう。各器の銘文には
「郷醗」の語が共通して見え、いずれも動作主
は王であり、酒宴を設けることを意味している
と考えられる。郷は「饗する」の意の動詞で、
ここでの醗字は、その目的語として、儀禮で用
いられた飲料を意味する。師遽方葬の場合は周
の康疲で、大鼎の場合はi璽仮宮で、三年痩壺の
場合は鄭で、穆公毅蓋の場合は商から周に蹄着
した晩に設けられている。鄭は、『漢書』地理志
に「周自穆王以下都干西鄭」とあるところの「西
鄭」であろう。いずれの場合も、王が自らの本
披地でとりおこなう酒宴である。
　また、西周中後期になると、’呂季姜壺、鵬仲
多壺、鄭稀叔賓父壼、伯公父壺蓋に、自名器で
銘文には次のようにある。
　呂季姜乍（作）醗壺，子子孫孫永實用
　　呂季姜壺『集成』Nα9610・9611　西周中期
　鵬（唐）仲多乍（作）醗壷
　　鵬仲多壺『集成』Na9572　西周後期
　莫（鄭）稀叔賓父乍（作）醗壺
　　鄭　叔賓父壺『集成』Nα9631西周後期
　伯公父乍（作）叔姫醗壺
　　伯公父壺蓋『集成』Nα9656　西周後期
これら4器に共通して現れる「醗壺」の器名は、
「縢壷」「旅壺」の如く器の用途を示す語で、上
述の儀禮に用いられる銅壺という意味であろう。
各器の醗字は次の通りである。
　　ewv8季難　　瞥贈多壼
　　哩購叔賓燈　碍舩父壼蓋
各字の構成要素である豊字の結構には、込．1’
‡が用いられているが、軍腫の豊系字と比較す
ると誘婆がかなりすすんでいるのは、西周中後
期という時期的な要因もはたらいているのだろ
う。このうち、呂季姜壺は器蓋同銘の2件が存
し、鎧と作るが、第2器の器銘だけが同じ文脈
で壁を用いており、醗と豊の通用がみとめられ
る。また春秋時代の曾伯崎壺では、醗字に構成
要素として皿が加わって、聲とつくり、銘文
には、
　　佳曾伯碕廼用鍋鑑自乍（作）醗壺用郷（饗）
　　賓客（『集成』Nα9712）
とある。「鏑豊を用いて壼を作る」とは、蕾器を
毅して新器を鋳造することを意味しており、そ
の新器を賓客を饗する用途にあてたということ
一248一
豊豊二字辮
であろう。「〔作器者が〕醗壼を作す」のごとく、
自名器の器名として「醗壺」と稻される壷は、
主人が醜酒で賓客をもてなす饗宴で用いる目的
で製作されたものである。
〈關連字の検討il－一鐘銘等に頻見する“鼓鼓
禦漿”について〉
　西周金文中に、戦秋鐘や、井人人女鐘などの
鐘銘に、“皇考其嚴在上，鼓鼓寮費”「皇考それ
嚴そかに上にありて、鼓鼓獲費たり」という語
句が見える。
　職秋不聾（恭），鼓鼓甕費，降〔余多福無彊〕
　　職秋鐘『集成』Nα49　西周中後期
　用追考（孝）侃喜前人，前文人其嚴在上，鼓鼓
　寮漿，降余多福無弱i
　　井人人女鐘『集成』Na　109・112　西周後期
　皇祖考其嚴在上，鼓鼓藁藁，降余魯多福亡敏
　　溺其鐘『集成』Nα187・192　西周後期
　用喜侃皇考，皇考其嚴在上，鼓鼓獲聚，降余
　魯多福亡彊
　　士父鐘『集成』Nα145－148　西周後期
　皇考嚴在上，異在下，鼓鼓藁費，降旅多福
　　號叔旅鐘『集成』Nα238・244　西周後期
　先王其嚴在上，寮費鼓鼓，降余多福
　　獣鐘『集成』Na260　西周後期（属王）
この“鼓鼓寮寮”という重文による表現は、“皇
祖”や“前人”、“先王”などの祖先を追孝する
という文脈で用いられており、祖先の威嚴の盛
んな様を形容するものと解されている36。この
ほか、張日昇は、鼓字を鼓に從い鉾を音符とす
る形聲字に分析し、鼓を撃つ音が幸幸然として
宏大であるといい、車字との音韻關係を指摘す
る37。この鼓字は、字形の一部に豊を構成要素
とする文字で、各器の字形は次のようにある。
撃轍鐘
駒購
鞠叔旅鐘
繊井人人女鐘
讐士父鐘
繋罐
士父鐘の鼓字はF群のiに從う婁と同形である．
號叔旅鐘の一部にも1らしき構造が残る。職秋
鐘、駐叔旅鐘においては、上部が一一te化した脇
という構造である。井人人女鐘と鉄鐘の鼓字は
D群の串に從う．鱗以外に、“鼓鹸襲・は西
周後期の善夫克盈（善夫克璽『集成』Na4465）
にも見え、
　皇祖考其鼓鼓襲費，降克多福眉壽永命
とあり、欝は舞あり、欝の上部構造は轡
である。
　鐘という器種は、時代的には西周後期から春
秋時代にかけて多く製作されたものであり、上
に畢げたのも善夫克璽を含めていずれも西周後
期の青銅器である。そういった意味では、この
“鼓鼓禦m”という語句に構成要素として現れ
た豊字は、西周後期における文字群といえよう。
これに封し、1976年に、陳西省扶風県荘白村か
ら、史培盤などとともに出土した穿藏青銅器で
ある痩鐘では、“鼓鼓寮畢”のかわりに“豊豊費
襲”という擬態語が用いられている38。
　祖考高野爾刺，嚴在上，豊豊襲襲，…1例
　　演鐘『集成』Na246
　業妥厚多福，其豊豊費禦，受余屯（純）魯　4
　例
　　痩鐘『集成』Nα247・250
痩鐘は、出土した14件の青銅器が甲組4件、
乙組3件、丙組2件、丁組4件、戊組1件の5
組に分けられ、そのうちの甲組4件と戊組1件
に、“豊豊費藝…”という語句が用いられている。
該器の制作年代は西周中期の蕗王、孝王の時期
の作とされるが39、西周後期の金文とは異なり
鼓は用いられていない。このことは、擬態語と
しての鼓宇の出現が、西周後期に降ることを意
味するものであろう。“豊豊獲藝…”の豊宇は以下
の5例である。
戊組N・246轡
甲組N・247窒N・248豊N・249璽N・25・讐
以上の如く、豊字は各組とも、ほぼD群の＄．に
從うといえる。一方、號叔旅鐘には、同銘の別
器が7件あり（『集成』Nα238・Nα244）、銘文中
に“鼓鼓寮費”を記すものは、5器ある。これ
ら5器のうち、拓の精粗こそあれ、Nα238、　Na
239、Nα240、　Nα241の4器は、いずれも塾の如
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く作るが、唯一Na244の銘文には籔とあり、こ
れだけが＄．に從う形の別髄字である。
〈職國文字における禮と豊〉
　陳西省の“澄水”とは別に、湖南省を流れる
河に“澄水”がある。この河も歴史が古く、す
でに戦國時代の楚の國の文字資料である郷君啓
舟節に「入漬涜漫澹」としてこの河についての
記載が残されるが、欝は楚文字では、輩と作
る。楚文宇には、ほかに禮字の用例があるが、
文字の結構は襟々である。郭店楚簡には、豊（老
丙10）とあり、那君啓舟節とほぼ同じ結構であ
る。包山楚簡では禮を豊（包2．21）、嚢（包2．145
反）とし、上海博藏楚簡では豊，豊，豊（四、
内禮）とする。また、中山王響方壺では豊字を
禮の意味で用いており（1）、また同出の玉瑛で
雌としており、上部の儲はいずれも宙であ
る。職國文字ではこのほかに秦系文字に禮の用
例が見いだせ・醗文では禮字を國としてお
り、小籔の豊字や禮字の偏労を構成する字形へ
と繊承されていったであろうことが推測できる。
2甲骨文中の豊系字
〈字形のヴァリエイションと用例上の特徴〉
　金文の豊や警との字形的連績性が見出せる
甲散に・￥（甲・933）、￥（ew　238．4）、￥（後下
8．2）などがあり、羅振玉はこれら三字を暴げ、
『説文』豊字に比定して、字義を行禮の器であ
るとし、字形を豆〔たかつき〕と器上におかれ
た三連の玉の形からなると説明した40。王國維
は、甲骨文の轍後下．8．2）に湘して、中の
＃は玉であることを主張、他のト辞も参考にし
ながら、甲骨文の班を羊、羊、馨の三類に分
け、『説文』の字解は、器の象形でなく、「班が
中に在るのに從う」の如く解すべきとした41。
徐中静も同じく、珪がUの中にある標子と五か
らなると解字しているが42、裏錫圭は、構成要
素を豆〔たかっき〕ではなく畳〔鼓の初文〕と
みて、文字の本義を鼓に類する樂器の一種であ
るとした43。林演、何琳儀も同じく珪と壼に分
析し、珪に從う理由は鼓を撃ち玉を奉じて禮を
おこなう意味であるためと推測する44。
　これらのト僻を用例ごとに整理してみると、
まず、甲骨文の第2期に、
　①丙午卜，旅貞，翌丁未憂燈告有豊？（績存
　下599／合24962）
　②乙未卜，貞，告豊（合25885）
とあり、「告豊」として用いられているト辞が2
例ある。また、第3期には、
　③貞，其乍豊干伊禦（粋540／合26914）
　④其乍竪，又正受又（京人1881／合31180）
　⑤其乍豊又正（屯2276）
　⑥…大乙・大丁・大甲、其鯨錬門乍豊庸又…
　　（南明549／合27137）
　⑦吏そ公乍豊庸干…又正王受…（甲2546＋／
　合30961）
　⑧…其乍豊，吏祖丁多日退王受…（屯348）
など、文中に「乍豊」の語をともなうト辞が頻
見する。この語は從来「作醗」と解され、儀禮
に用いる醗をっくるという意味に解されている
45。⑥と⑦は、豊と庸が連言されており、丙者
を本義である樂器の意味とすれば、この動作を
儀禮のための樂器を製作する意味にとれる。京
人1881と屯2276のト辞には、績けて、「躬乍
豊」という封貞のト辞が現れる。第4期にも「乍
豊」の語をともなうト僻は纈績して現れ、
　⑨…貞日干祖乙，其乍豊…（粋236／合
　32557）
の如くあるが、第5期には出現例はない。また、
　⑩日干祖丁，其用弦豊…（屯2921）
も類似のト僻である。第3期から第4期にかけ
てはこの他に
　⑪丙戌卜，衷新豊用？吏蕾豊用？（粋232／
　合32536）
　⑫甲子卜，父甲豊吏祖丁豊用　大吉（屯2294）
　⑬貞品亜吏王豊用（屯2346）
など、文中に「豊用」の語をともなうト僻も出
現する。これも樂器を用いることの可否を問う
貞トと考えれば、⑪は新しい樂器を用いるべき
か、薔い樂器を用いるべきか、⑫は父甲の儀禮
に用いる樂器として、祖丁の儀禮用の樂器を使
ってよいだろうか、⑬は王の儀禮に用いる樂器
を使ってよいだろうか、という意味の貞トにな
る。
　以上のト辞の用例の分析から、豊字が、王や
祖先に封する祭祀儀禮に關わる行爲であること
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は各卜辞に共通する意味であり、それが酒づく
りと關蓮をもつ行爲であるのか、音樂と關連を
もつ行爲であるかどうかについては、西周金文
や文献の醜字の起源ともとれるが、やはり庸と
の關係から樂器とみるのが妥當と思われる。
羅振玉は指摘しなかったが、豊、曇、巽碗
に、甲骨文には糞（普5．1／合137正）、豊（前6．61．3
／合16084）」当←（乙8696／合22289）の如く作
る字があり、これを豊と同字と見倣すか否か、
議論が分かれている。別字と見倣す説でも、徐
中箭は該字の構成要素を二亡がUの中にある様
子と豆に解宇するが、これに封し、何琳儀は宣
を意符、亡を音符とする形聲字に分析している
46Dこれらの文字群は、聾、讐噸けヒ較する
と、甲骨文中で成文をなした例は敷少なく断片
的ではあるが、第1期卜辞に集中して現れ、
　⑭帯豊來。（合2798反）
　⑮壬寅，帯豊示二屯。岳。（績5．11．7／合
　17513）
　⑯庚申，帯i豊示十屯。岳。（亀2．20．16／合
　17515）
とあり、「帯豊」という人名で用いられているこ
とが解る。豊との用例や出現時期を比較すると、
やはり別字と考えるべきかと思われる。
　この他に、二木を構成要素とする聾（京人
870B／合8262反）があり、該字が豊のヴァリア
ントか、豊に屡すかについてはいくつかの説が
ある。豊字の字音が音符「亡」字で表わされる
と想定すれば、豊の字音は敷戎切、すなわち、
上古音の済紐東部に属し、亡字は明紐陽部に囑
すが、澆と明は唇音字、東と陽が労轄であるこ
とから、甲骨文の豊を『説文』の豊（fe　ng）に
比定する説がある。さらに、木宇を聾の音符で
あると仮定すれば、字音は明紐侯部に属すので、
亡字と同紐、韻部は豊字の東と陰陽封轄の關係
にあるという47。
　第1期卜辞には、
　⑰貞，勿往子豊？（京人870B／合8262反）
とあり、「貞う。豊に往くなからんか？」と讃め
る。ここでの豊は、動詞「往く」の場所目的語
であることから、地名を表わしている。卜僻中、
地名として用いられている豊系宇の例は、この
他に、　第3期卜需辛に、
　⑱甲寅卜，乙王其田干豊，以戌檎。（懐1444）
とあり、ここでは王の田猟地として現れる。ま
た、
　⑲癸未卜，王在豊貞，［旬］亡？在六月甲申，
　工典其酒多。（後上11．6／合24387）
の豊も、王が貞トをおこなった地で、豊系の字
形である。
おわりに
　以上の検討により、豊（1i）と豊（feng）
は、甲骨文の時代には確かに二字が使い分けら
れていたことを確認しえた。そして用例別に字
形を分析してみると、西周時代の一部の金文で
二字の混用がすでに始まっていたことがわかる。
それが秦漢で甚だしくなった原因のひとつとし
て考えられるのは、甲骨金文の時代から職國時
代にかけて、豊、醗、禮という一連の豊系字が
形成されていくなかで、豊字の左労に醍や示を
加えた醗宇や禮字の用例は徐々に増えたが、逆
に猫燈字としての豊が用いられることは極めて
稀になっていった。「ゆたかな」の意味で、豊字
が流用されるようになったのはその結果ではな
いだろうか。その原因を窮めるには至らなかっ
たが、豊豊字をめぐる混齪の萌芽はすでに西周
時代の文字資料に見出せる。秦漢時代にいたり、
早くも漢簡や漢碑のなかで、易の「豊」卦、「豊
年」といった、本來豊宇が用いられるべき箇所
に豊が用いられる現象が見出されるのは、該宇
が濁髄字として用いられることが減少していっ
たことに起因するものであろう。
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